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笑顔と元気をありがとう
　９月 14日、城川内小学校ではふれあ
い活動として養護老人ホーム長生園を訪
れ、高齢者と楽しい時間を過ごしていま
した。
◎関連記事＝Ｐ 15



地
震
と
津
波

そ
し
て
火
災
に
備
え
て

地震による津波のため、 海抜 17 ～ 18 ㍍にある
長島中学校に避難訓練する指江地区の住民

城 川 内 公 民 館 前 で 点 呼
確認する住民ら

↑ 津 波 で 流 さ れ
た 人 を 助 け る 海
難 救 助 の 訓 練 を
す る 東・ 長 島 消
防 分 遣 所 の 潜 水
隊員ら
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「
長
島
町
総
合
防
災
訓
練
」

↑地震による火災のため消火訓練する長島町消防団

↓地震や津波により車内に閉じ込められた人を救助する自衛隊員

　

小
浜
港
で
は
、
8
月
1
日
に
発

足
し
た
阿
久
根
地
区
消
防
組
合
の

東
・
長
島
分
遣
所
の
潜
水
隊
7
人

と
同
分
遣
所
職
員
、
海
上
保
安
庁

に
よ
る
水
難
事
故
を
想
定
し
た
訓

練
が
あ
り
ま
し
た
。
津
波
で
人
が

流
さ
れ
、
海
に
漂
流
し
た
人
や
お

ぼ
れ
て
い
る
人
を
救
助
し
ま
し

た
。

　

長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
周
辺
で

は
、
火
災
発
生
と
車
中
に
取
り
残

さ
れ
た
人
を
救
助
す
る
と
い
う
想

定
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
延
焼
を

食
い
止
め
よ
う
と
長
島
町
消
防
団

全
分
団
に
よ
る
消
火
活
動
で
手
順

な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、

自
衛
隊
に
よ
る
救
助
訓
練
で
は
、

車
に
木
や
鉄
な
ど
が
挟
ま
り
ド
ア

が
開
か
ず
、
特
殊
な
道
具
で
救
助

す
る
訓
練
な
ど
公
開
さ
れ
、
万
が

一
の
事
態
に
備
え
ま
し
た
。

　

地
震
を
想
定
し
た
、
長
島
町
総

合
防
災
訓
練
が
9
月
4
日
、
蔵
之

元
校
区
と
城
川
内
校
区
で
あ
り
、

両
地
区
自
主
防
災
会
や
消
防
団
、

町
職
員
ら
約
１
５
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
東
日
本
大
震
災

を
受
け
て
、
東
シ
ナ
海
を
震
源
と

す
る
震
度
７
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

８
・
２
の
地
震
で
10
㍍
の
津
波
が

押
し
寄
せ
、
火
災
や
水
難
事
故
が

発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
実
施
。

　

訓
練
地
区
で
は
、
防
災
無
線
で

地
震
発
生
が
伝
え
ら
れ
る
と
、
近

く
の
駐
車
場
や
公
民
館
な
ど
に
集

ま
り
、
海
抜
10
㍍
以
上
に
あ
る
中

学
校
や
自
治
公
民
館
な
ど
に
避
難

し
ま
し
た
。
参
加
し
た
住
民
ら

は
、
お
互
い
が
迷
わ
な
い
よ
う
に

ロ
ー
プ
を
握
り
合
う
な
ど
し
て
身

の
安
全
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
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いつまでもお元気で
　敬老の日には、 高齢者を敬い、 長寿を祝うとともに、 福祉について関心を深め、
高齢者の生活を図ろうという気持ちが込められています。
　今年は９月 19 日が敬老の日。この日は町内あちこちの地域で高齢者をいたわり励
ます行事や、周囲の人たちで「敬老」に感謝する行事が行われました。

敬
老
訪
問

　

多
年
に
わ
た
り
、
社
会
の
た
め

に
尽
力
さ
れ
て
き
た
高
齢
者
を
敬

愛
し
、
長
寿
を
祝
う
敬
老
訪
問
が

９
月
15
日
か
ら
20
日
ま
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
初
日
か
ら
、
川
添
健
町

敬
老
会

　
敬
老
の
日
に
あ
わ
せ
て
、
９
月

18
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
、
町
内

各
地
で
地
域
ぐ
る
み
の
運
動
会
や

敬
老
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

運
動
会
で
は
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
が
集
ま
り
、
い
ろ
い
ろ

な
競
技
で
汗
を
流
し
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

敬
老
会
で
は
、
地
元
の
人
た
ち

で
郷
土
芸
能
や
歌
、
踊
り
を
披

露
。
子
ど
も
た
ち
は
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
絵
や
手
紙

長生園で敬老祝い金を手渡す川添健町長↑

を
贈
り
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　

城
川
内
自
治
公
民
館
（
瀬
ノ
口

良
信
館
長
）
で
は
、
本
町
Ａ
Ｌ
Ｔ

の
ザ
ッ
カ
リ
ー
が
三
味
線
を
披
露

し
、
知
っ
て
い
る
曲
が
始
ま
る
と

一
緒
に
口
ず
さ
ん
で
い
ま
し
た
。

幣
串
自
治
公
民
館
（
池
田
卓
男
館

長
）
で
は
、
子
ど
も
ら
が
首
飾
り

を
準
備
。
ひ
と
り
ひ
と
り
首
に
か

け
て
あ
げ
る
と
「
き
れ
い
な
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
あ
り
が
と
う
」
と
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

長島町の敬老行事

長
や
民
生
委
員
、
役
場
関
係
者
が

90
歳
以
上
の
高
齢
者
宅
を
訪
問
し

ま
し
た
。
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生

園
で
は
、
川
添
町
長
が
「
お
元
気

で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
声

を
か
け
、
入
所
者
に
町
か
ら
の
お

祝
い
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

↑本町ＡＬＴ（右）による三味線

↑首飾りをかけられて喜ぶ高齢者
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総務課

山門野下地区の屋外拡声子局増設工事 3,460

安心・安全な住環境づくり事業（緊急雇用） 9,543

防犯灯の設置 2,783

川床分団消防格納庫のトイレ修繕 445

企画財政課

まちづくり基金、町有施設整備基金（電源立地分）への積立て 130,339

空き家改修補助金 3,000

長島町男女共同参画基本計画を策定する経費 2,282

総合行政情報システムの導入（クラウドサービス利用型）経費 97,442

指定航路の補助金 9,931

町民福祉課

要援護者マップの整備 6,311

水産商工課

観光 PR事業（緊急雇用） 3,445

景観推進課

第２回　夢追い長島花フェスタの開催経費 10,000

景観植栽工事 2,120

農林課

活動火山周辺地域防災営農対策事業 24,600

鳥獣被害防止施設整備事業 25,282

耕地課

農道・排水路の補修工事 19,900

農業用施設の災害復旧工事 16,201

農地の災害復旧工事 46,355

建設課

道路・排水路の補修工事 10,000

観光道路・通学路の安心・安全な整備事業（緊急雇用） 12,313

藤之元・口之福浦線工事 23,054

県単急傾斜地崩壊対策事業（汐見地区） 6,500

公営住宅建設（４戸）（鷹巣地区） 49,000

住宅地造成（小浜地区） 24,165

道路の災害復旧工事 2,259

河川の災害復旧工事 31,511

水道課

伊唐の既設さく井調査 1,680

農業集落排水施設の補修 8,731

　　主　な　事　業
（単位：千円） 総

合
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
に

６
億
１
６
４
９
万
６
千
円
を
追
加

　

９
月
12
日
か
ら
21
日
ま
で
、
平

成
23
年
第
３
回
長
島
町
議
会
定
例

会
が
開
か
れ
、
ま
ち
づ
く
り
基
金

と
町
有
施
設
整
備
基
金
（
電
源
立

地
分
）
へ
の
積
み
立
て
や
、
総
合

行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
鷹

巣
地
区
の
公
営
住
宅
４
戸
の
建

設
費
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
、
平

成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
６
億
１
６
４
９
万
６
千
円
追
加
、

総
額
１
０
８
億
７
０
７
４
万
７
千

円
）
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
離

島
振
興
法
の
改
正
・
延
長
を
求
め

る
意
見
書
が
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、

環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

交
渉
参
加
反
対
な
ど
陳
情
４
件
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

旧
長
島
高
校
の
跡
地
活
用
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会
（
８
人
）
を

設
置
し
、
委
員
長
に
池
田
広
議
員

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ

た
主
な
事
業
を
各
課
ご
と
に
紹
介

し
ま
す
。　

第
３
回
議
会
定
例
会
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i n f o r m a t i o n

長
島
町
の
財
政
指
標
を
公
表
し
ま
す

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
（
財
政
健
全
化

法
）
は
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
「
早
期
健
全
化
お
よ
び
財
政
の

再
生
な
ら
び
に
公
営
企
業
の
経
営

の
健
全
化
」
を
目
的
に
、
平
成
19

年
6
月
に
公
布
さ
れ
た
法
律
で
、

４
つ
の
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び

資
金
不
足
比
率
を
算
定
・
公
表

し
、
そ
の
指
標
が
基
準
以
上
と
な

る
場
合
は
、
議
会
の
議
決
を
経
て

早
期
健
全
化
計
画
等
を
策
定
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
決
算
に
基
づ
く
長

島
町
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で

す
。

	
	

	
	

１　

健
全
化
判
断
比
率	

　

①
実
質
赤
字
比
率	

	

　
　

福
祉
、
教
育
、
ま
ち
づ
く
り

　

な
ど
、
ど
の
地
方
公
共
団
体
で

　

も
普
遍
的
に
行
う
事
業
を
ま
と

　

め
た
「
一
般
会
計
」
の
赤
字
の

　

程
度
を
指
標
化
し
、
財
政
運
営

　

の
深
刻
度
を
示
し
た
も
の

　

②
連
結
実
質
赤
字
比
率		

　
　

す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
や
黒

　

字
を
合
算
（
連
結
）
し
、
地
方

　

公
共
団
体
全
体
と
し
て
の
赤
字

　

の
程
度
を
指
標
化
し
、
地
方
公

　

共
団
体
全
体
の
財
政
運
営
の
深

　

刻
度
を
示
し
た
も
の	

　

③
実
質
公
債
費
比
率	

	
　
　

借
入
金
（
地
方
債
）
の
返
済

　

額
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
額
の
大

　

き
さ
を
指
標
化
し
、
資
金
繰
り

　

の
危
険
度
を
示
し
た
も
の	

　

④
将
来
負
担
比
率	
	

　
　

一
般
会
計
の
借
入
金
（
地
方

　

債
）
や
、
将
来
支
払
う
こ
と
に

　

な
る
可
能
性
の
あ
る
負
担
な
ど

　

の
現
時
点
で
の
程
度
を
指
標
化

　

し
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可

　

能
性
が
高
い
か
ど
う
か
を
示
し

　

た
も
の

２　

資
金
不
足
比
率	

	

　

簡
易
水
道
や
下
水
道
事
業
等
の

公
営
企
業
の
資
金
不
足(

赤
字)

を
、
事
業
規
模
で
あ
る
料
金
収
入

の
規
模
と
比
較
し
て
指
標
化
し
、

経
営
状
況
の
深
刻
度
を
示
し
た
も

の

○長島町の平成 22 年度決算に基づく各指標
★健全化判断比率

平成 22年度指標 平成 21年度 ( 参考 ) 早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率 　　　－ ( ※ )	 　　　－ ( ※ )	 　　　14.51 　　　20.00

②連結実質赤字比率 　　　－ ( ※ )	 　　　－ ( ※ )	 　　　19.51 　　　40.00

③実質公債費比率 　　　11.20	 　　　13.40            25.00 　　　35.00

④将来負担比率	            42.50	 　　　60.10          350.00 　　　　

（単位：％）

（※）「実質赤字比率」および「連結実質赤字比率」で指標（％）の表記がない（「－」
で表記している）のは、実質赤字額および連結実質赤字額がないことを表しています。

★資金不足比率
平成 22年度指標 平成21年度 (参考 ) 経営健全化基準

簡易水道特別会計

資金不足額

無し

資金不足額

無し
20

諸浦港埠頭特別会計

農業集落排水特別会計

漁業集落環境整備特別会計

特定地域生活排水処理特別会計

（単位：％）

○
各
指
標
の
基
準

　

各
指
標
の
基
準
を
サ
ッ
カ
ー
に

例
え
る
と
、
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
に

相
当
す
る
の
が
「
早
期
健
全
化
基

準
」
お
よ
び
「
経
営
健
全
化
基

準
」。
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
に
相
当
す

る
の
が
「
財
政
再
生
基
準
」
で
す
。

４
つ
の
健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち

い
ず
れ
か
１
つ
で
も
「
早
期
健
全

化
基
準
」
以
上
と
な
る
と
「
早
期

健
全
化
団
体
」
と
な
り
、「
財
政

健
全
化
計
画
」
を
策
定
し
、
自
主

的
な
改
善
努
力
に
よ
る
財
政
の
早

期
健
全
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
同
様
に
「
財
政
再

生
基
準
」
以
上
と
な
る
と
「
財
政

再
生
団
体
」
と
な
り
、「
財
政
再

生
計
画
」
を
策
定
し
、
国
、
県
の

強
力
な
関
与
の
下
で
確
実
な
財
政

の
再
生
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
資
金
不
足
比
率
が
「
経

営
健
全
化
基
準
」
以
上
に
な
る
と

「
経
営
健
全
化
団
体
」
と
な
り
、

「
経
営
健
全
化
計
画
」
を
策
定
し
、

公
営
企
業
の
経
営
健
全
化
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
財
政
課
財
政
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　

 

（
内
線
１
２
５
３
）

改
修
が
進
む
長
島
の
道
路

6Nagashima town Public Relations



NAGASHIMA TOWN Public Relations

郷土料理とヘルシーの店 " 豆や " 開店
「川床ふれあいの郷」が 10 月 20 日に新装オープン

改修されたレストラン

連
れ ん じ こ う し

子 格 子 と 長 島 伝
統の石積みの壁

　

７
月
１
日
、
川
床
ふ
れ
あ
い
広

場
施
設
指
定
管
理
協
定
が
結
ば
れ

た
、
川
床
ふ
れ
あ
い
の
郷
内
の
農

林
水
産
物
直
売
所
が
、
一
部
新
装

オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

同
施
設
は
約
１
年
閉
鎖
し
た
状

態
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
10
月

20
日
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
現
在

外
壁
や
内
装
の
一
部
が
改
修
中

で
す
。
な
お
今
回
の
改
修
で
は
、

連れ
ん
じ
こ
う
し

子
格
子
や
長
島
伝
統
の
石
積
み

を
施
し
、
長
島
ら
し
い
風
情
あ
る

建
物
を
再
現
し
よ
う
と
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

同
施
設
は
『
つ
わ
ぶ
き
屋
「
花

と
う
ふ
の
会
（
加
治
木
信
子
代

表
）」』
が
指
定
管
理
者
と
し
て
運

営
。
今
後
こ
の
農
林
水
産
物
直
売

所
内
で
は
、
長
島
に
昔
か
ら
あ
る

郷
土
料
理
と
、
本
業
で
あ
る
豆
腐

店
な
ら
で
は
の
豆
腐
を
使
っ
た
ヘ

ル
シ
ー
料
理
を
食
し
て
い
た
だ
こ

う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。
加
治
木

信
子
代
表
は
「
健
康
で
安
全
な
食

材
を
使
用
し
、
長
島
ら
し
い
料
理

を
提
供
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。

改
修
が
進
む
長
島
の
道
路

　

現
在
本
町
で
は
、
道
路
改
良
工

事
が
順
次
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
県
事
業
で
県
道
長
島
宮
ノ
浦
港

線
で
鷹
巣
地
区
の
本
町
通
り
が
、

町
事
業
で
町
道
平
尾
浜
漉
線
、
萩

之
牟
礼
茅
屋
線
、
山
門
野
汐
見

線
、
鷹
巣
杉
ノ
段
線
、
行
人
岳
線

が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
は
ど
の
路
線
も
2
車

線
道
路
が
整
備
さ
れ
、
町
な
み
が

一
変
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
町
道
山
門
野
汐
見
線
で
は
、
今

年
度
で
家
屋
移
転
も
終
え
、
馬
込

自
治
公
民
館
も
今
回
建
物
移
転
の

対
象
と
な
り
集
落
の
中
心
付
近
に

建
設
中
で
す
。
本
線
脇
に
住
む
女

性
は
「
き
れ
い
な
道
が
出
来
て
便

利
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
風
景
が

思
い
出
深
く
な
り
ま
す
」
と
心
境

を
語
り
ま
し
た
。

↑道路改良が本格的に着工された馬込集落の中心付近
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９
月

１
日　
　
　

 

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
協
議

                                                                （
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

 

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

２
日　
　
　

 

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座
開
校
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
島
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　

 

文
化
講
演
会
（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）　

４
日　
　
　

 

総
合
防
災
訓
練
（
指
江
・
小
浜
）

５
日　
　

 　

だ
ん
だ
ん
市
場
株
主
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
）

６
日　
　
　

 

認
定
農
業
者
認
定
証
交
付
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
指
江
庁
舎
）

　
　
　
　

 　

課
長
会
議
（
長
島
町
役
場
）

７
日　
　

 　

全
体
朝
礼（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　

 

国
保
運
営
協
議
会
（
長
島
町
役
場
）

８
～
10
日 　

町
村
会
理
事
会
（
東
北
地
方
）

11
日　
　
　

 

町
内
中
学
校
運
動
会
（
長
島
町
内
）

12
～
21
日　

 

長
島
町
議
会
９
月
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
島
町
役
場
）

15
～
20
日　

 

敬
老
訪
問
（
長
島
町
内
）

17
日　
　
　

 

あ
か
ね
園
長
寿
祭
り
（
あ
か
ね
園
）

18
～
19
日　

 

敬
老
会
（
長
島
町
内
）

20
日　
　
　

 

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

22
日　
　
　

 

長
島
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
指
江
庁
舎
）

23
日              

阿
久
根
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
杯
争
奪
ソ 

フ

                       

ト
ボ
ー
ル
大
会
（
阿
久
根
市
）

　
　
　
　
　

 

鷹
巣
地
区
む
ら
づ
く
り
委
員
会
ミ
ニ
バ    

                      

レ
ー
大
会
（
長
島
町
総
合
町
民
体
育
館
）

25
日　
　
　

 

杉
ノ
段
招
魂
祭
（
杉
ノ
段
）

　
　
　
　
　

 

馬
込
公
民
館
上
棟
式
（
馬
込
）

26
日　
　
　

 

獅
子
島
架
橋
建
設
促
進
期
成
会
視
察
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
県
）

27
日　
　
　

 

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会（
阿
久
根
市
）

28
日　
　
　

 

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
臨
時
議
会

                                                                        （
出
水
市
）

　
　
　
　
　

 

県
後
期
高
齢
者
医
療
連
合
会
来
庁

                                                                （
長
島
町
役
場
）

29
～
30
日　

 

全
国
市
町
村
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

会　　場　サンセット長島（癒しの宿）
　　　　　鹿児島県出水郡長島町指江 1553
　　　　　☎ 0996-88-5300
参 加 資 格　 現 在 25 歳 位 か ら 50 歳 位 ま で の 独 身 女 性・ 男
　　　　　性結婚歴は問いません。ただし、男性は長島町
　　　　　在住者だけとなります。
募集人数　50 人（女性 25 人・男性 25 人）
　　　　　※応募者多数の場合は抽選となります。
締　　切　平成 23 年 11 月 10 日（木）
参 加 費   女性／ 5,000 円　男性／ 12,000 円
申込方法　長島町在住のかたおよび長島町外在住のかたも
　　　　　参加申込書（プロフィール）に必要事項を記入
　　　　　の上、写真を添えて右のウエディング長島実行
　　　　　委員会事務局（長島町役場）にお申し込みくだ
　　　　　さい。

　◎問い合わせ先
　　ウエディング長島実行委員会事務局（役場総務課内）
　　☎（86）1111［内線 1212］

全
国
の
島
々
が
集
ま
る
祭
典

ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
２
０
１
１

島 の 体 験 メ ニ ュ ー、 求 人、
空 屋 情 報 な ど 島 へ の 定 住・
交流を応援します。

　

島
へ
の
定
住
・
交
流
を
応
援
す
る
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー

２
０
１
１
が
、
今
年
も
東
京
都
池
袋
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

本
町
か
ら
は
、
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
獅
子
島

の
特
産
品
や
温
州
み
か
ん
等
の
特
産
品
販
売
ブ
ー
ス
を
設

置
し
ま
す
の
で
、
関
東
在
住
で
本
町
に
縁
の
あ
る
か
た
な

ど
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

○
日
時
＝
11
月
26
日
（
土
）・
27
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
　
　
　

 

（
２
日
目
は
午
後
５
時
ま
で
）

○
場
所
＝
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ

　
　
　
　

文
化
会
館
３
階
展
示
ホ
ー
ル
Ｃ

　
　
　
　
（
東
京
都
豊
島
区
池
袋
３
―
１
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
２
０
１
１
実
行
委
員
会

　

☎
０
３
（
３
４
０
６
）
７
５
７
４

　

http://w
w
w
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北
ア
メ
リ
カ
の
野
生
動
物

カ
ズ
・ 
タ
カ
ハ
シ 

著

海
の
日
や
教
師
の
展ひ

ろ

ぐ
世
界
地
図　
　
　
　

筑
前　

初
市

妻
に
書
く
旅
の
恋
文
山
粧よ

そ

ふ　
　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

秋
空
や
教
師
苦
手
の
逆
上
が
り　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

拭
き
終
へ
し
黒
板
に
あ
る
秋
の
声　
　
　
　

竹
内　
　

功

旅
人
の
美は

し
と
い
へ
ど
も
葛
の
花　
　
　
　

迫
口　

君
代

天
草
に
腕
利
き
仏
師
秋
彼
岸　
　
　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

彼
岸
花
立
つ
も
座
る
も
手
を
つ
き
て　
　
　

山
嵜
加
代
子

少
年
の
心
に
帰
る
秋
の
月　
　
　
　
　
　
　

中
橋　

藤
七

空
澄
み
て
阿
蘇
の
山
々
秋
に
入
る　
　
　
　

関　

佳
代
美

　本町出身カメラマン、カズ・
タカハシさんの写真集。アメリ
カの国立公園の厳選された野生
動物が非常に美しいです。

心
に
響
く
あ
の
人
の
こ
と
ば

押
谷  

由
夫 

監
修

　歴史上の偉人からスポーツ選
手まで、何かを成し遂げた人々
の心に響く名言を紹介します。

八や
は
ず
ね

筈
峰
に
金こ

ん
じ
き色
の
陽
の
昇
り
を
り
灘
ひ
と
筋
に
輝
き
わ
た

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

定
ま
ら
ぬ
台
風
進
路
思
ひ
を
り
雲
低
く
し
て
秋
茜
飛
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

生
垣
の
南
天
赤
る
む
庭
歩
む
我
の
足
取
り
弱
ま
り
覚
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

バ
イ
オ
苗
植
へ
て
種
に
と
育
て
ゐ
き
甘
藷
畑
を
猪し

し

が
荒
せ

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

乾
き
た
る
畑
た
ち
ま
ち
湿
ら
せ
て
俄
雨
去
り
ぬ
虹
を
残
し

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

行
人
岳
に
朝
日
か
が
よ
ふ
川
の
辺
に
芙
蓉
の
花
は
数あ

ま
た多
咲

き
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

わ
が
病
み
て
阿
久
根
大
島
の
沖
に
燃
ゆ
漁
火
見
つ
つ
人
恋

し
か
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

夕
陰
る
低
山
並
は
紅
だ
ち
て
名
月
未
だ
入
江
に
淡
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

船
で
巡
る
甑
島
山
の
断
崖
は
億
年
の
地
層
ま
ざ
ま
ざ
と
曝さ

ら

す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

湿
り
た
る
畑
耕
し
遠お

ち
こ
ち近

に
秋
菜
作
る
を
病
む
窓
に
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

名
月
を
娘
の
庭
で
仰
ぎ
つ
つ
子
ら
と
薄

す
す
き

を
と
り
し
頃
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

勝
敗
の
つ
き
た
る
後
も
幼
ら
は
し
が
み
つ
き
を
り
十
五
夜

の
相
撲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

［
俳
句
］

絵
筆
を
ば
鉛
筆
に
換
え
秋
賞
で
む　
　
　
　

宗
方　

正
喜

［
短
歌
］

生
れ
た
ら
与
え
ら
れ
た
る
命
こ
そ
大
事
に
し
て
こ
そ
長
生

き
な
の
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
田
　
末
則

親
の
恩
い
か
に
深
き
を
思
い
つ
も
老
い
近
く
き
て
気
づ
く

切
な
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
仮
屋
辰
子
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宝
島
を
走
ろ
う
。
天
草
市
の

マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

熊
本
県
天
草
市
で
開
催
す
る
マ

ラ
ソ
ン
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。
大
会
に
参
加
し
た
全
員
に

記
録
証
と
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
出
水
駅
か
ら
長
島
町
蔵
之

元
港
間
を
65
分
で
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル

バ
ス（
有
料
）が
運
行
し
て
い
ま
す
。

○
大
会
詳
細

　

①
第
６
回
天
草
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

・
日
時
＝
11
月
27
日
（
日
）

　

・
申
込
期
限
＝
10
月
28
日
（
金
）

　

②
第
38
回
牛
深
海
中
公
園
マ
ラ

　

ソ
ン
大
会

　

・
日
時
＝
12
月
４
日
（
日
）

　

・
申
込
期
限
＝
11
月
４
日
（
金
）

　

③
２
０
１
２
倉
岳
え
び
す
マ
ラ

　

ソ
ン
大
会

　

・
日
時

　
　

平
成
24
年
１
月
15
日
（
日
）

　

・
申
込
期
限
＝
12
月
16
日
（
金
）

　

④
第
17
回
天
草
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　

大
会

　

・
日
時

　
　

平
成
24
年
２
月
５
日
（
日
）

　

・
申
込
期
限
＝
12
月
22
日
（
木
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

①
天
草
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局

　

④
天
草
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
事
務
局

　

☎
０
９
６
９
（
32
）
６
７
８
３

　

②
牛
深
海
中
公
園
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局

　

☎
０
９
６
９
（
73
）
２
１
１
１

　

③
倉
岳
え
び
す
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局

　

☎
０
９
６
９
（
53
）
１
１
１
１

10
月
は
軽
油
引
取
税
の
調
査

強
調
月
間
で
す

　

軽
油
引
取
税
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル

自
動
車
な
ど
の
燃
料
で
あ
る
軽
油

を
購
入
し
た
と
き
の
代
金
に
含
ま

れ
て
い
る
税
金
で
す
。

　

軽
油
に
灯
油
や
Ａ
重
油
な
ど
を

混
ぜ
て
混
和
軽
油
を
製
造
し
た
り
、

軽
油
以
外
の
油
を
自
動
車
の
燃
料

と
し
て
販
売
ま
た
は
消
費
す
る
場

合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
県
の
承
認

が
必
要
で
す
。
県
で
は
、
承
認
さ

れ
て
い
な
い
混
和
軽
油
（
い
わ
ゆ

る
不
正
軽
油
）
の
製
造
や
販
売
お

よ
び
消
費
を
防
止
す
る
た
め
、
事

業
所
の
実
態
調
査
や
路
上
で
の
自

動
車
燃
料
の
抜
取
調
査
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
不
正
軽
油
は
、
意
図
的
に

脱
税
を
目
的
と
し
て
灯
油
や
Ａ
重

油
な
ど
を
混
ぜ
て
い
る
も
の
で
、

そ
の
ま
ま
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
燃
料
と

し
て
使
用
し
た
場
合
は
排
気
ガ
ス

中
の
Ｐ
Ｍ
（
粒
子
状
物
質
）
や
Ｎ

Ｏ
x
（
窒
素
酸
化
物
）
を
増
加
さ

せ
、
皆
さ
ん
の
生
命
や
健
康
を
脅

か
す
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
際
は
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
県
税
課　
　

　

☎
０
９
９
６
（
25
）
５
２
０
５

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
平
成
23
年
度
後

期
入
学
生
募
集
中

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
通
信
制
の

高
等
学
校
普
通
化
「
後
期
入
学
生
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
全
国
ど
こ
か

ら
で
も
入
学
が
で
き
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
放
送
を
利
用

し
た
特
色
あ
る
教
育
課
程
で
、
3

年
間
で
高
校
卒
業
資
格
を
取
得
で

き
ま
す
。
ま
ず
は
、
無
料
の
案
内

書
を
請
求
く
だ
さ
い
。

○
募
集
内
容

　

高
等
学
校
普
通
科
後
期
入
学
生

○
出
願
期
限

　

10
月
20
日
（
木
）

　
［
新
入
生
・
編
入
生
］

　

11
月
20
日
（
日
）［
転
入
生
］

○
募
集
対
象

　

中
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
高
等

学
校
に
入
学
し
て
い
な
い
か
た
や

高
等
学
校
を
途
中
退
学
し
た
か
た
。

ま
た
は
現
在
高
等
学
校
に
在
学
中

の
か
た
。

○
申
込
方
法

　

請
求
に
よ
り
入
学
案
内
書
と
願

書
の
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
出
願

受
付
順
に
書
類
選
考
と
面
接
を
実

施
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　

☎
０
４
２
（
５
７
２
）
３
１
５

「
第
４
回
薩
摩
街
道
歴
史
ふ

れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催

　

北
薩
摩
振
興
推
進
協
議
会
で
は
、

熊
本
県
と
連
携
し
て
、「
第
４
回
薩

摩
街
道
歴
史
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
」

を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
エ
コ
パ

ー
ク
水
俣
（
水
俣
市
）
で
は
、
北
薩
、

水
俣
・
芦
北
地
域
の
特
産
展
も
同

時
開
催
さ
れ
ま
す
。

○
日
時

　

11
月
27
日
（
日
）

○
参
加
料

　

１
０
０
０
円

　
（
中
学
生
以
下
５
０
０
円
）

○
申
込
期
限

　

11
月
4
日
（
金
）

○
申
込
方
法

　

ハ
ガ
キ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※
ハ
ガ
キ
に
参
加
コ
ー
ス
、
参
加
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者
全
員
の
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
電
話
番
号
・
性
別
・
年
齢
（
中

学
生
以
下
の
か
た
は
「
中
学
生
以

下
」
と
明
記
）
を
記
入
。

※
県
北
薩
地
域
振
興
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
申
込
画
面
か
ら
必
要
事

項
を
入
力

　
（http//w

w
w
.pref.kagoshim

a.

jp/chiiki/hokusatsu/chiiki/

）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
総
務
企
画
課

　

☎
０
９
９
６
（
25
）
５
１
０
７

平
成
23
年
10
月
20
日
現
在
で

社
会
生
活
基
本
調
査
を
実
施

し
ま
す

　

総
務
省
統
計
局
と
鹿
児
島
県
で

は
、
10
月
20
日
現
在
で
社
会
生
活

基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
わ
た
し
た
ち
が

日
々
ど
の
く
ら
い
の
時
間
を
仕
事

や
学
業
、
家
事
に
費
や
し
て
い
る

か
や
、
過
去
１
年
間
の
自
由
時
間

に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
た
か

に
つ
い
て
調
査
し
、
そ
の
結
果

は
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
の
推
進
、

少
子
高
齢
化
対
策
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
形
成
な
ど
の
基
礎
資
料

と
な
り
ま
す
。
10
月
上
旬
か
ら
中

旬
に
か
け
て
、
調
査
員
が
調
査
世

帯
に
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
の
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
調
査
票

に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
統
計
課
人
口
労
働
統
計
係

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
４
８
２

宅
地
建
物
取
引
無
料
相
談

　

社
団
法
人
鹿
児
島
県
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
の
共
催
で
、
宅
地
建

物
取
引
に
か
か
る
無
料
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

○
日
時

　

11
月
10
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

○
会
場

　

薩
摩
川
内
市
川
内
文
化
ホ
ー
ル

○
相
談
の
内
容

　

・
宅
地
や
建
物
の
取
引

　

・
税
金

　

・
相
続
、
贈
与

　

・
登
記

○
相
談
員

　

弁
護
士
、
税
理
士
、
土
地
家
屋

調
査
士
、
司
法
書
士

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
土
木
部
建
築
家
管
理
係

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
７
０
７

長島町合併５周年記念
「ふるさと自慢うた自慢」公開録音

　

長
島
町
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
鹿
児
島
放
送
局
で
は
、
長
島
町
合
併
５
周
年
を

記
念
し
て
、「
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢
」
の
公
開
録
音
を
実
施
し

ま
す
。

　

こ
の
「
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢
」
は
、
地
域
の
男
性
、
女
性
が

２
組
の
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
、
ふ
る
さ
と
の
自
慢
と
共
に
カ
ラ
オ
ケ
で

歌
を
競
う
視
聴
者
参
加
型
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
と
、
ゲ
ス
ト
歌
手
２

人
の
ヒ
ッ
ト
曲
や
新
曲
で
構
成
す
る
華
や
か
な
歌
謡
シ
ョ
ー
で
す
。

観
覧
ご
希
望
の
か
た
は
、
次
の
要
領
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
日
時
＝
12
月
２
日
（
金
）
午
後
５
時
～

○
会
場
＝
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル

○
出
演
＝
八
代
亜
紀
、
ジ
ェ
ロ

○
入
場
料
＝
無
料
で
す
が
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

○
応
募
方
法

　

郵
便
往
復
ハ
ガ
キ
の
「
往
信
用
裏
面
」
に
郵
便
番
号
、住
所
、名
前
、

電
話
番
号
を
「
返
信
用
表
面
」
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
名
前
を
明
記

し
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
（
返
信
用
の
裏
面
に
は
何
も
書
か
な
い
で

く
だ
さ
い
）。
応
募
多
数
の
場
合
は
、抽
選
の
う
え
入
場
整
理
券
（
１

枚
で
２
人
様
入
場
可
）
を
お
送
り
し
ま
す
。
な
お
、
１
歳
以
上
の
お

子
様
も
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

○
申
込
先
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
鹿
児
島
放
送
局

　
　
　
　
　
「
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢
」
係

○
申
込
期
限
＝
11
月
18
日
（
金
）
必
着

○
放
送
予
定
＝
１
月
28
日
（
土
）、
２
月
４
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

午
後
９
時
05
分
～
午
後
９
時
55
分

　
　
　
　
　
　
［
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
］　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
鹿
児
島
放
送
局
・
事
業

　

☎
０
９
９
（
８
０
５
）
７
１
１
４

　
［
平
日
］
午
前
10
時
～
午
後
6
時
30
分

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
鹿
児
島
放
送
局

　

http://w
w
w
.nhk.or.jp/kagoshim

a/

八代亜紀

ジェロ
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和の誓いを新たに
杉ノ段招魂祭

づくりみそなどプレゼント手 東生活研究グループが桃源郷を訪問

　９月 25 日、明治維新以降の戦争で
亡くなられたかたがたを慰霊するため
の杉ノ段招魂祭が、杉ノ段招魂墓地で
開催されました。
　遺族や団体関係者、消防団員らが参
列して、しめやかに神事が執り行われ、
川添健町長が「戦争の悲惨さと平和の
尊さを後世に伝えていかなければなら
ない」とあいさつ。遺族会代表の濵畑
順一さんは「尊い御

みたま

魂に感謝し、まご
ころをもって生きていくのが宿命」と
戦没者のめい福を祈り、平和の誓いを
新たにしました。
　その後、招魂墓地下の広場でちびっ
子相撲が、多目的ホールなどで剣道や
弓道が奉納されました。どの試合も熱
戦が繰り広げられ、一生懸命競い合う
姿に、観覧席からたくさんの歓声や拍
手が送られました。

　東生活研究グループ（福嵜タズエ会長、会
員 15 人）は、9 月 1 日、特別養護老人ホー
ム桃源郷を訪問し、本町地場特産品のみそ
10 ㎏と会員一枚運動としてタオル 15 枚な
ど、花束を添えてプレゼントしました。福嵜
会長は「10 年来の活動で施設や入所者のか
たに喜んでもらいうれしい」と話しました。
入所者の倉田裕德さんは「味噌は食事で大事
なもの。今晩の味噌汁が楽しみです」と夕食
を楽しみにしていました。

平

↑戦没者のめい福
を祈り、平和の誓
いを新たにしまし
た

←熱戦を繰り広げ
るちびっ子力士

プレゼントを渡し入所者らと記念撮影↓
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優勝！小浜Ａチーム初 公民館対抗ソフトボール大会

　第６回自治公民館対抗ソフトボール大
会が８月 19 日から 31 日にかけて開催
されました。
　今大会には、昨年より６チーム多い
31 チームが出場し連日熱戦を繰り広げ
ました。31 日に行われたＡランクの決
勝では、延長までもつれる大熱戦を制し
た小浜Ａチームが初優勝を果たしまし
た。Ｂランクは福ノ浦チーム、Ｃランク
は山寺チームが優勝を飾りました。
　大会の結果は次のとおりです。
Ａランク［優勝］小浜Ａ［準優勝］田尻
Ｂランク［優勝］福ノ浦［準優勝］矢堂
Ｃランク［優勝］山寺［準優勝］母良木

崎チームと茅屋チームが優勝
公民館対抗バレーボール大会赤

　９月５日から９日にかけて、第６回自治公
民館対抗バレーボール大会が開催されまし
た。
　今回は、Ａランクに 12 チーム、Ｂランク
に 17 チームの計 29 チームが参加して熱戦
を繰り広げました。大会では、各チームに県
民体育大会に出場する選手も含まれ、強烈な
アタックや変化の激しいジャンプサーブなど
見ごたえのある試合が多数ありました。見事
Ａランクの優勝に輝いたのは２年ぶり２度目
の赤崎チーム。Ｂランクは茅屋チームが初優
勝しました。
　大会の結果は次のとおりです。
Ａランク［優勝］赤崎［準優勝］薄井Ａ　
Ｂランク［優勝］茅屋［準優勝］本町

Ａランクで優勝した小浜Ａチーム↑

↓熱戦が繰り広げられた試合会場
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える物は再利用
エコリア北薩リサイクル祭り

ロの指導で切磋琢磨プ 長島町中学校野球教室

　出水市野田町にあるリサイクルセン
ターエコリア北薩では、８月１日から８
月 26 日の間、施設のしくみなどの展示
や実際の運転状況などの見学があり、来
場者は” リサイクル” について理解を深
めていました。
　８月 26 日の最終日には、粗大ごみか
ら修理再生された自転車や家具などの抽
選会や衣料品、書籍などの無料配布など
もあり、多くの人でにぎわいました。

　８月 28 日、城川内運動場で長島町内の中
学生を対象に、野球の技術向上と健全な心身
の育成を図ろうと野球教室が開かれました。
　この日は、町内の長島、平尾、鷹巣、川床
中学校の野球部 58 人が参加。そして会場に
は元プロ野球選手３人が訪れ参加者らを激励
しました。教室が始まると、福岡ダイエーホ
ークスで活躍した外野手の佐々木誠さんは、
ひとりひとりバッティングフォームの指導を
担当。近鉄バファローズ内外野手の村上隆行さ
んはシートノックなどで参加者らと汗を流しま
した。近鉄バッファローズ投手の高柳出己さん
は、投げかたなど一つ一つ丁寧な指導を行い、
参加者らは真剣なまなざしで授業を受けていま
した。鷹巣中学校野球部保護者の濵島俊一さん
は「今日の教室を糧にして、高校に行ってもず
っと野球を続けてほしい」と話しました。参加
した川床中学校２年の児玉大地くんは「学んだ
点が多く、これから改善していきたい」と抱負
を語りました。

エコリア北薩のリサイクル会場↑

使

↑元福岡ダイエー
ホークス、佐々木
誠さんによるバッ
ティング指導

元近鉄バファ
ローズ、村上隆
行さんによる
シートノック→
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に一度のお楽しみ年 城川内小高齢者とふれあい活動

↑ながしま音頭を
踊る児童と入所者
のかたがた

←肩たたきのプレ
ゼントに大喜び

　城川内小学校（加治佐敏昭校長）の１、
２年生 22 人が９月 14 日、養護老人ホ
ーム長生園を訪問しました。
　この活動は、年に一度長生園で高齢者
とふれあい、いたわる気持ちを育てる教
育活動の一環として実施しました。
　この日は、入所者らに喜んでもらおう
と、準備してきた歌やダンスを披露。長
島音頭の踊りが始まると入所者らも一緒
に交わり楽しんでいました。その後子ど
もたちから肩たたきのプレゼントでは、
みんな心地よさそうにしていました。
　入所している松原トヨ子さんは、「上
手で気持ちがいい。まだまだ長生きしそ
う」と喜んでいました。最後に、手紙の
入った首飾りを全員にプレゼントすると

「ありがとう」と言いながら子どもらの
手を握りしめたり、抱き寄せたりするな
ど、楽しい時間を過ごしていました。

戦する気持ちをいつまでも
文化講演会「草野仁さん」が来町挑

　９月２日、   長島町文化ホールで、クイズ番
組「世界ふしぎ発見」の司会者でおなじみの
草野 仁さんを迎え、文化講演会が開かれまし
た。
　この日は会場に 600 人の観客が詰め掛け、
ＮＨＫ時代のエピソードや、「世界ふしぎ発
見」の回答者でありタレントの黒柳徹子さん
の生活ぶり、番組に取り組む姿勢などの話で
会場を沸かせました。特にアナウンサー時代
のエピソードでは、テレビ画面上では考えら
れない手書き原稿の言い間違えなどユーモラ
スな話で笑いを誘い、１時間 30 分の講演は
あっという間に過ぎていました。いろいろなエピソードで観客をとりこにする草野仁さん↑
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（　）内は前月比

11,548(     0)
  5,567(  +3)
  5,981(  -3)
  4,411(  +7)

平成 23年 9月 30 日現在

　
　
　

　

唐
隈
灯
台
と
し
て
町
民
に
親
し
ま
れ

て
い
る
、
長
崎
鼻
灯
台
周
辺
が
改
修
整

備
さ
れ
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
県
の
「
魅
力
あ
る
観
光
地
づ

く
り
事
業
」
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
も
の

で
、
灯
台
周
辺
の
雑
木
を
切
り
、
灯
台

を
ぐ
る
っ
と
回
れ
る
遊
歩
道
と
、
駐
車

場
に
は
新
た
に
公
衆
用
ト
イ
レ
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
遊
歩
道
か
ら
は
、
青
々

と
し
た
東
シ
ナ
海
が
間
近
に
見
え
、
天

気
の
い
い
夕
方
に
は
、
東
シ
ナ
海
に
沈

む
最
高
の
夕
日
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
眠
っ
て
い
る
観
光
地

を
整
備
し
て
新
た
な
観
光
地
と
し
て
売

り
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
、
本
町
で
は

こ
れ
ま
で
「
う
ず
し
お
パ
ー
ク
」、「
汐

見
上
り
浜
の
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
」
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
下
に

「
ス
ト
ー
ン
パ
ー
ク
」、
行
人
岳
山
頂
に

「
鶴
の
北
帰
行
の
見
え
る
展
望
台
」
な

ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

景勝地で有名な長崎鼻灯台↑

整 備 さ れ た
遊歩道↓

獅子島汽船のダイヤ変更
　10 月１日から獅子島
汽船のダイヤと産交バス
のダイヤが変わります。
この変更で、新水俣駅へ
のアクセスがスムーズに
なりました。

１　獅子島汽船（幣串港→水俣港）のアクセス	
獅子島汽船 産交バス（水俣産交着便） 新幹線（上り）

新水俣駅着幣串港発 水俣港着 水俣港 新水俣駅 平国（到着地）
第 1便 7：20 7：50 8：00 8：20 8：55 8：35
第 2便 10：10 10：40 10：50 11：10 11：45 11：26
第 3便 16：30 17：00 17：10 17：30 18：04 17：59

	

新幹線（下り）
新水俣駅着

産交バス（水俣産交着便） 獅子島汽船
平国（始発地） 新水俣駅 水俣港 水俣港発 幣串港着

第 1便 8：10 8：40
第 2便 13：16 12：55 13：30 13：49 14：00 14：30
第 3便 16：16 16：45 16：45 17：05 17：10 17：40

２　獅子島汽船（水俣港→幣串港）のアクセス

新 設 さ れ た 公
衆用トイレ→
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▽
今
月
22
日
か
ら
11
月
20
日
ま
で

第
14
回
な
が
し
ま
造
形
美
術
展
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
１
２
０

の
出
品
が
計
画
さ
れ
、
ど
こ
の
団

体
も
連
日
連
夜
、
製
作
に
知
恵
と

汗
を
出
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

今
回
は
新
長
島
町
と
な
り
3
回

目
の
美
術
展
で
す
。
ど
こ
の
団
体

も
力
作
の
造
形
物
を
持
ち
寄
り
、

す
ば
ら
し
い
美
術
展
に
な
る
と
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み

に
、
自
分
は
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
自

治
公
民
館
、
職
場
の
３
つ
の
造
形

物
に
挑
戦
中
で
す
。（
小
屋
昭
彦
）

◆
訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
な
が
し
ま
９
月
号
の
17

ペ
ー
ジ
、
お
礼
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。

（
誤
）
金
礒　

清
隆
さ
ん　

（
正
）
金
磯　

清
隆
さ
ん　

訂
正
し
て
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
な
が
し
ま

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

17 広 報 な が し ま



【会場内のイベント情報】
［開会式　10 月 22 日午前 10 時～］

　■鹿児島県立川内商工高等学校吹奏楽部演奏
［10 月 23 日午前 10 時 30 分～、午後 1 時 30 分～］

　■スチールバンドオーケストラ演奏（Ｒ＆Ｒ）
［期間中］

　■商工会スタンプラリー
　■地元物産展
　■合併５周年記念事業としてその他各種イベント



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

  10/３０ ４ ５

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２７ ２８ ２９ ３０   12/１   12/２   12/３

  10/３１ １ ２ ３

２０１１11
◎特定・胃がん検診
◎歯周疾患検診
　　　　　（30 日まで）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■資源ごみ　　（獅子島）

　　　文化の日

○鷹巣診療所 86-0054
○出水眼科 62-8350
○内山病院 73-1551
○福永内科循環器科 62-8200
○村岡歯科医院 62-0601
□クレモア薬局 63-5401
□かりん薬局 64-1400
□本町薬局 73-3233
□長島調剤薬局 64-5555

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（山門野・川床・浦底）

○飯尾医院 88-5040
○よしだ泌尿器科クリニック 63-7800
○鶴見医院 73-0553
○二宮医院 62-0167
○あくね歯科医院 72-0556
□こがね薬局 64-1132
□会営薬局阿久根店 72-5060
◇二宮医院 62-0167

◎ポリオ
（指江保健センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎メタボらない教室
（獅子島アイランドセンター）
■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

○長島クリニック88-6405
○よう皮ふ科医院 63-1112
○喜多医院 72-0038
○つかさとクリニック 67-5560
○黒木胃腸科外科医院 75-0200
○上野歯科医院 63-2306
□あすか薬局 63-7322
□いまがま調剤薬局 65-7550
□緑調剤薬局阿久根店 72-3388
□しおかぜ薬局 88-6011
□脇本調剤薬局 75-2215
◇出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎ポリオ
■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■資源ごみ　　（獅子島）

◎３歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

◎ポリオ
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○平尾診療所 88-2595
○奥田蘇明会医院 82-3998
○しみずこども医院 68-0633
○東医院 67-1861
○久木田歯科医院 73-0470
□あじさい薬局 67-2055
□すくすく薬局 72-5010
◇しみずこども医院 68-0633

◎ポリオ
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

◎メタボらない教室
（獅子島アイランドセンター）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

　　　　　勤労感謝の日

○飯尾医院 88-5040
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○いまむらクリニック 73-1700
○高尾野医療センター 82-0017
○福原歯科医院 63-2501
□クレイン調剤薬局 63-4300
□高尾野会営薬局 64-2110
□市民調剤薬局 68-0150

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

○鷹巣診療所 86-0054
○楠元内科医院 62-8600
○門松医院 64-6100
○市川医院 63-3151
○金子歯科医院 63-2150
□ポポロ薬局 63-4630
□第二緑調剤薬局 63-1177
□中央薬局 73-2907
□長島調剤薬局 64-5555
◇出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎ポリオ
■びん・有害　（獅子島）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

● 11月３日は文化の日です。
　文化の日は「自由と平和を愛し、文化をすすめる」ことを趣旨としています。
● 11月 23日は勤労感謝の日です。
　「勤労をたっとび、生産を祝い、国民互いに感謝しあう」ことを趣旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！


